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11
月
12
・
13
日
の
２
日
間
、
栄

村
と
本
市
教
育
委
員
会
が
、
東

京
都
国
立
市
と
日
野
市
の
小
学

校
へ
研
修
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
国
立
市
国
立
第
三
小

学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
校

は
、
都
教
育
委
員
会
の
理
数
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
校
、
市
教
育
委
員
会
の

研
究
奨
励
校
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
研
究
主
題
「
科
学
的
な
思

考
力
を
育
む
指
導
法
の
確
立
」
の

も
と
、
理
科
・
生
活
科
の
単
元
学

習
に
お
い
て
培
っ
た
思
考
を
、
他

教
科
に
も
広
げ
る
こ
と
で
、
汎
用

的
な
思
考
を
育
て
る
た
め
の
指
導

法
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る

学
校
で
す
。
東
京
都
で
も
高
い
専

門
性
と
優
れ
た
指
導
力
を
持
つ
指

導
教
諭
に
よ
る
６
学
年
理
科
の
授

業
（
色
が
消
え
る
の
り
の
仕
組
み

を
調
べ
よ
う
）を
参
観
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
優

先
に
考
え
、
授
業
改
善
に
取
り
組

む
姿
勢
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
日
野
市
立
日
野
第
二

小
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
市

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
同
校
に
は
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
と
、タ
ブ
レ
ッ

ト
型
パ
ソ
コ
ン
40
台
、
各
教
室
に

は
大
型
モ
ニ
タ
ー
と
実
物
投
影
装

置
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
学
年
体
育
の
授
業
、
跳
び
箱

運
動
を
参
観
し
ま
し
た
。
授
業
の

後
半
で
は
、
児
童
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
、
友
達
の
動
き
を
撮
影
し
、
そ

の
場
で
映
像
を
見
て
自
分
の
動
き

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

先
生
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
児
童

の
動
き
を
映
し
出
し
、
ス
ロ
ー
・

ス
ト
ッ
プ
を
巧
み
に
使
い
、
跳
び

箱
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や

す
く
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
の
取
り
組
み
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器
が
主

役
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
授
業

を
進
め
る
上
で
の
補
助
と
し
て
さ

り
げ
な
く
、
か
つ
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

タブレット型パソコンを使い、その
場で自分の動きを確認する児童

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
バ
サ
ー
ス
ト
市
の
中
高
一
貫
校

デ
ニ
ソ
ン
カ
レ
ッ
ジ
校
と
姉
妹
校
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

11
月
16
日
〜
22
日
、
本
市
訪

問
団
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
バ

サ
ー
ス
ト
市
の
中
高
一
貫
校
、
デ

ニ
ソ
ン
カ
レ
ッ
ジ
バ
サ
ー
ス
ト
ハ
イ

キ
ャ
ン
パ
ス
校
（
以
下
「
同
校
」）

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
教
育
委
員
会
（
城

南
・
城
北
中
）
と
同
校
、
飯
山
北
・

飯
山
高
校
と
同
校
が
そ
れ
ぞ
れ

姉
妹
校
の
協
定
を
締
結
す
る
も

の
で
、
代
表
の
清
水
岩
夫
教
育
委

員
長
、
二
ノ
宮
邦
彦
飯
山
北
高
校

長
が
、
足
立
正
則
・
ギ
ャ
リ
ィ
ラ
ッ

シ
ュ
両
市
長
立
会
い
の
も
と
協
定

書
に
署
名
を
し
ま
し
た
。
こ
の
調

印
式
の
内
容
は
地
元
紙
の
一
面
に

写
真
入
り
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
大
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
城
南
中
、
城
北

中
、
飯
山
北･

飯
山
高
校
の
各
学

校
か
ら
２
名
、
計
６
名
の
生
徒
が
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
同

校
の
授
業
を
受
け
、
生
徒
と
交
流

を
図
り
ま
し
た
。
初
日
は
緊
張
か

ら
か
表
情
の
硬
か
っ
た
当
市
生
徒

も
す
ぐ
に
、
同
校
生
徒
と
仲
良
く

な
り
、
各
自
が
持
つ
英
語
力
を
最

大
限
活
用
し
、
異
文
化
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、各
学
校
の
生
徒・

先
生
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
時
差
が
少
な
い
利
点
を
活
か

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ビ
デ
オ

通
話
機
能
を
使
い
、
市
内
で
は
英

語
の
授
業
を
、
同
校
で
は
日
本
語

の
授
業
を
行
う
こ
と
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

中
国
深
圳
外
国
語
学
校
に
続

く
学
校
交
流
で
す
が
、
季
節
の
違

う
南
半
球
の
英
語
圏
の
国
と
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
生
徒
た
ち
の
見
聞
を
広
げ
、
お

互
い
の
文
化
理
解
や
国
際
交
流
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※調印が終わり握手をする。（右から）二ノ
宮校長、ハスティン校長、清水教育委員長、
パターソン校長

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト

飯
山
市
ジ
ャ
ン
プ
大
会
開
催

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
営
飯
山

シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
会
場
に
ジ
ャ
ン
プ

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

３
月
14
日
開
業
予
定
の
新
幹

線
飯
山
駅
を
広
く
県
内
外
に
知

ら
せ
る
た
め
開
催
す
る
大
会
。
市

民
の
皆
さ
ん
も
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
熱
い
声
援

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
付

近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
で

開催期日：平成 27年１月 24日㈯・25日㈰
大会会場：市営飯山シャンツェ　
　　　　　ノーマルヒル（K＝ 80m）
種　　目：スペシャルジャンプ　個人競技
組　　別：中学生（男子 ･女子）、少年（高
　　　　　校生および 18歳未満男子）、女
　　　　　子（高校生以上女子）、一般（18
　　　　　歳以上男子）

大会概要

ジ
ャ
ン
プ
台
整
備
協
力
員
を
募
集
し
ま
す

　

今
大
会
で
使
用
す
る
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
（
ジ
ャ
ン
プ
台
）
の
整
備
作

業
を
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

作
業
は
ジ
ャ
ン
プ
台
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
バ
ー
ン
の
踏
み
固
め
が
中

心
で
、
ス
キ
ー
を
履
い
て
の
作
業
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ス
ポ
ー

ツ
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
63
回
長
野
県
縦
断
駅
伝
競
走　
飯
山
栄
チ
ー
ム
14
位
に

　

11
月
15
日
㈯
〜
16
日
㈰
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
第
63
回
長
野
県

縦
断
駅
伝
競
走
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
長
野
県
を
南
北
に
走
り
抜
く

22
区
間
２
１
７
．
５
㌔
を
県
下
15

チ
ー
ム
が
競
い
、「
飯
山
栄
」
チ
ー

ム
の
選
手
も
一
丸
と
な
っ
て
信
濃

路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
長
野
か
ら
岡
谷
の
12

区
間
１
１
９
㌔
で
行
わ
れ
、
第
７

区
で
佐
藤
聖
也
選
手
（
飯
山
市
）

　
２
日
目
は
松
本
か
ら
飯
田
の
10

区
間
98
．
５
㌔
で
行
わ
れ
、
第
13

区
で
祖
父
江
凜
選
手
（
飯
山
市
）

が
区
間
６
位
、
第
22
区
で
浦
野
裕

之
選
手
（
飯
山
市
）
が
区
間
９
位

と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

総
合
順
位
で
は
昨
年
と
同
じ

14
位
で
し
た
が
、
合
計
タ
イ
ム
で

は
昨
年
の
記
録
を
約
４
分
短
縮
で

き
、
春
か
ら
の
練
習
の
成
果
が
表

れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
聖
也
（
飯
山
高
校
１
年
）
選
手
が
区
間
賞
（
区
間
新
）
の
快
走

が
区
間
１
位
（
区
間
新
記
録
）
の

快
挙
。
第
９
区
で
は
小
出
徹
選
手

（
飯
山
市
出
身
）
が
区
間
８
位
と

健
闘
し
、
結
果
13
位
で
し
た
。

の
、
公
共
交
通
機
関
お
よ
び
市
公

民
館
駐
車
場
に
駐
車
し
て
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ジ
ャ
ン
プ
大
会
の
お

問
い
合
わ
せ
は
飯
山
市
教
育
委
員

会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
62
３
１
１
１

　

内
線
３
５
３・３
５
４
ま
で

区間新を出した佐藤選手

長
野
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長
表
彰
を
伝
達

　

11
月
15
日
㈯
長
野
県
青
少
年

育
成
県
民
大
会
が
飯
田
市
鼎
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
育
成

指
導
者
の
部
で
菊
池
渡
さ
ん
が
、

青
少
年
育
成
団
体
の
部
で
飯
山
少

年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
会

長
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
11
月
19

日
㈬
市
役
所
で
教
育
長
よ
り
表

彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

菊
池
さ
ん
は
平
成
元
年
の
飯

山
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
設
立
時
よ

り
24
年
間
と
い
う
長
期
間
に
わ
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
普
及
、

育
成
、
団
体
の
活
性
化
を
図
り
、

青
少
年
の
心
身
の
健
全
育
成
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
13

年
度
に
は
長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
副
団
長
と
し
て
、
飯
山
市
の
み

な
ら
ず
長
野
県
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

飯
山
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
は
、
昭
和
42
年
に
前
身
の

飯
山
少
年
友
の
会
が
結
成
さ
れ

て
以
来
、
飯
水
岳
北
地
域
の
１
市

３
村
と
い
う
広
域
に
わ
た
り
、
地

域
の
先
導
的
な
存
在
と
し
て
街
頭

補
導
活
動
、
環
境
浄
化
活
動
等
、

少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、

花
火
大
会
、
雪
ま
つ
り
等
の
街
頭

補
導
活
動
、
市
内
パ
チ
ン
コ
店
へ

の
立
ち
入
り
調
査
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
長
年
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
表
彰
さ
れ
た

み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

( 左から)五十嵐飯山少年警察ボランティア協会事務局、菊
池渡様、長瀬教育長、飯山少年警察ボランティア協会様、丸
山教育部長

学
校
給
食
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
秀
賞
受
賞

　

11
月
23
日
㈰
に
松
本
市
で
開

催
さ
れ
た
「
学
校
給
食
に
地
場

産
物
を
活
用
し
た
献
立
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
飯
山
市
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
献
立
が
最
優
秀
賞
に
次

ぐ
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
１
１
１
点
の
応

募
が
あ
り
、
書
類
審
査
を
通
過

し
た
10
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
地
元

食
材
を
利
用
し
た
調
理
の
工
夫

や
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
飯

山
市
チ
ー
ム
は
、
常
盤
ご
ぼ
う
、

坂
井
芋
、
み
ゆ
き
ポ
ー
ク
を
使
っ

た
「
と
り
ご
ぼ
う
ご
は
ん
」、「
み

ゆ
き
汁
」
や
飯
山
の
伝
統
食
「
い

も
な
ま
す
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
地
元
食
材
を
活
か
し
た
安

全
・
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を
提

供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

優秀賞受賞のメニュー


